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al. 1996; Uppala et al. 2005; Onogi et al. 
2007)の下部境界条件などにも活用されてい
る。 















２．	 用いた観測データ  
現場観測には、ICOADS rel. 2.5 
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ここで、α は unknown 全体に占めるバ
ケツ観測の割合、β はバケツ全体に占める非
断熱バケツの割合、 iBδ 、 uBδ 、 ERIδ はそれ
ぞれ、断熱バケツ、非断熱バケツ、ERI のバ






アスはそれぞれ、 0=iBδ 、 13.0+=ERIδ と
設定する。 uBδ には、Folland and Parker 
(1995)の補正値を利用する。ここでは、メタ
データにより ERI と判断できる観測には、




























な手法で求められた Kennedy et al. (2011)
の結果とよく一致することを確認している。
続いて、α を known と unknown の時系列
の比較により一意に求める。Unknown の時
系列の構築には、上で得た β を再利用する。 



























例でも指摘されている（Ishii and Kimoto, 
2009)。 










４．	 客観解析手法  











平均 SST を示す。1961-1990 年からの偏差に対

















年々変動成分は、月平均 SST 偏差の 90%
を説明する EOF モード群として定義する
(Kaplan et al. 1998; Smith and Reynolds 










































そのうち、HadSST3(Kennedy et al. 2011)、
ERSST(Smith and Reynolds 2004)、NCEP 





図４：５か月移動平均した NINO.3 SST偏差(上)と SOI(下) 




























列 を 示 す 。 UCAR(University of 
































































2006 年から 2010 年とする。 
図５は、全球と NINO.3 で平均した SST
について、根二乗平均差（RMSD）の時系列
を示す。MTA（黒太実線）、OI（黒太破線）


























７．	 まとめ  
歴史的海面水温客観解析 COBE-SST
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